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紀陽銀行 ポジティブインパクトファイナンス 
2026 年 7月 31日 

株式会社三八 
サステナブルファイナンス本部 

担当アナリスト：石井 雅之 

 

格付投資情報センター（R&I）は紀陽銀行が三八に対して実施するポジティブインパクトファイナンスについて国
連環境計画・金融イニシアティブ（UNEP FI）が制定したポジティブインパクト金融原則（PIF 原則）に適合しているこ
とを確認した。 

R&I は別途、紀陽銀行のポジティブインパクトファイナンス実施体制が PIF 原則に適合していることを確認してい
る1。今回のファイナンスに関して紀陽銀行の調査資料の閲覧と担当者への質問を実施し、実施体制が本件に適
用されていることを確認した。 

紀陽銀行が実施するインパクトファイナンスの概要は以下のとおり。 
 

(1) 対象先 

社名 株式会社三八 

所在地 大阪府岸和田市 

設立 2010年 

資本金 1,000万円 

事業内容 金・貴金属・宝石・ブランド品の買取、金・貴金属の販売 

従業員数 28名（2026年 4月時点） 

 

(2) インパクトの特定 

紀陽銀行は対象先の事業内容や活動地域等についてヒアリングを行い、バリューチェーンの各段階において
発現するインパクトを分析し、特定したインパクトカテゴリを SDGsに対応させてインパクトニーズを確認した。また、
当社の事業活動が影響を与える地域におけるインパクトニーズとの整合性について、持続可能な開発ソリューシ
ョンネットワーク（SDSN）が提供する SDGダッシュボードなどを参照し確認した。 

 

(3) インパクトの評価 

紀陽銀行は特定したインパクトの実現を測定できるようインパクトの内容を整理してKPIを設定した。ポジティブ
インパクトは SDGs 達成に寄与する取り組みとして追加性があると判断した。また、紀陽銀行が掲げる重点課題
（マテリアリティ）と方向性が一致することを確認した。 

 

 

 

 

 
12025 年 3月 31 日付セカンドオピニオン「紀陽銀行 ポジティブインパクトファイナンス実施体制」 

https://www.r-i.co.jp/news_release_suf/2025/03/news_release_suf_20250331_jpn_10.pdf 

https://www.r-i.co.jp/news_release_suf/2025/03/news_release_suf_20250331_jpn_10.pdf
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① 金・中古品の流通（買取・販売）による循環型社会への貢献、店舗網の拡充による顧客利便性向上・取
扱量増加 

インパクトの種類 社会経済面におけるポジティブインパクトを拡大 

自然環境面におけるポジティブインパクトを拡大 

インパクトカテゴリ 「零細・中小企業の繁栄」「資源強度」「廃棄物」 

関連する SDGs 

 

  

内容・対応方針 【顧客利便性の向上、取扱量増加（中古品の流通促進により、省資源化・廃棄

物削減）に向け、新規出店を進める】 

・既存店舗のある東京、大阪以外のエリアへの新規店舗の出店 

目標と KPI 2031年 4月期までに新規店舗の出店数：10店舗 

（現在の店舗数：3店舗→13店舗へ） 

 

② 環境に配慮した経営 

インパクトの種類 自然環境面におけるネガティブインパクトを抑制 

インパクトカテゴリ 「廃棄物」 

関連する SDGs 

 

内容・対応方針 【環境負荷軽減に向けた取り組みの推進】 

・管理手法の IT化 

・電子帳票の活用 

目標と KPI 2031年 4月期までに紙使用量：50%削減 

（2026年 4月期の購入量：19万 2,500枚） 

 

③ 働きやすい環境整備と雇用の推進 

インパクトの種類 社会面におけるポジティブインパクトを拡大 

インパクトカテゴリ 「雇用」 

関連する SDGs 

 

内容・対応方針 【従業員の正社員登用・新規雇用】 

・様々な従業員の方が働きやすい制度の整備 

・福利厚生制度の充実 

目標と KPI 2031年 4月期までに正社員：50名新規雇用 

（2026年 4月時点 正社員：28名） 

 

(4) モニタリング 

紀陽銀行は対象先の担当者との会合を少なくとも年に 1回実施し、本 PIFで設定した KPIの進捗状況につい
て共有する。日々の営業活動を通じた情報交換も行い対象先のインパクト実現に向けた支援を実施する。 

以 上 
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